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はじめに 
 

 

 

成田国際空港周辺では開港当初から千葉県、関係市町及び成田国際空港株式会

社等により航空機騒音監視測定局（測定局）が設置され、その測定データの集計処

理は、各々の機関で独自に行われておりましたが、平成 9 年 10 月からは、当財団

の航空機騒音データ処理システムにおいて一元的に集計処理しております。 

平成14年度当初に供用開始された暫定平行滑走路(Ｂ’滑走路)に対応するため、

関係機関で新たに測定局が 30 局増設されました。それに備え、当財団では平成 13
年度に航空機騒音データ処理システムの再整備を実施いたしました。このシステム

は、データ処理の精度向上及び迅速化を図るため、管制レーダー情報等を取り入れ、

平成 14 年 4 月 1 日から稼動しております。 

平成 21 年度には新環境基準（平成 25 年 4 月施行）に対応した航空機騒音デー

タ処理システムを整備して平成 22 年 4 月 1 日から運用しております。また、平成

24 年度は、合計 104 局の集計を行っております。 

成田国際空港をとりまく環境も日々変化しており、航空機の小型化・低騒音化

が進むとともに、平成 23 年 10 月には、Ａ･Ｂ両滑走路から同時に離着陸を行うこ

とができる同時離着陸方式が導入されました。また、平成 24 年 7 月と 8 月には本

邦のローコストキャリア（以降、「LCC」という）の国内線への就航が開始するな

ど、国内線は大幅の伸びとなっています。さらに、今後も路線の拡大や増便が見込

まれるなか、平成 24 年度の年間総発着回数は過去最高を記録しました。空港施設

としては、平成 24 年 12 月 13 日からＡ滑走路の南側からの着陸滑走路長が 4,000m
で供用開始するなど、航空機騒音に関連する状況も変化しております。 

このような背景から今後も航空機騒音への関心がより高くなると考えられます。 

今後とも当システムを有効に活用し、データ処理精度等の更なる向上に努めて

まいる所存です。 

本報告書が今後の航空機騒音対策に役立てば幸いに存じます。 

最後に、この報告書に対しご助言を頂いた諸先生方をはじめ、関係機関の皆様

のご支援、ご協力に対し厚くお礼申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

平成 25 年 9 月 

           公益財団法人 成田空港周辺地域共生財団 

          理事長  岡本 正和 
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１．集計処理の概要 
 

（１）測定局の配置と集計概要 

成田国際空港周辺には、関係自治体及び成田国際空港株式会社（以下「空港

会社」という）により、平成 24 年度末 104 局の航空機騒音測定局が設置されて

いる。その内訳は千葉県 23 局、茨城県 10 局、成田市 25 局、芝山町 9 局、山武

市、横芝光町、多古町が各１局及び空港会社 34 局となっている。 

資料集 1 資料 1：「航空機騒音測定局一覧表」 

資料 2：「航空機騒音測定局配置及びエリア図」 

共生財団では、航空機騒音データ処理システム（以下「データ処理システム」

という）により騒音データの集計処理を行い、各測定局設置管理者へ日報（速

報値）、月報（速報値）として集計データの提供を行うとともに、共生財団の

ホームページで各測定局の月報（速報値）及び年報を公開している。 

 

 

（２）集計処理の手順 

資料集 1 資料 3：「航空機騒音データ処理システム構成図」 

資料 4：「航空機騒音データ処理システムデータ処理の流れ」 

 

航空機騒音集計処理の手順は次のとおりである。 

① 測定局では、あらかじめ設定した“閾値”（暗騒音レベルに対しておよそ

+10dB）と“継続時間”の設定条件を満たした騒音を航空機騒音として識

別し、データの測定を行っている。 

② データ処理システムでは、公衆回線を用いて 1 日 1 回測定局にアクセスし、

データの収集を行っている。  

③ データ処理システムは、測定局から得られる航空機騒音データ及び空港会

社から提供される航空機運航実績データや航空管制レーダー情報を基に、

騒音発生時刻と航空機と測定局との最接近時間等により航空機の騒音を抽

出し、各測定局におけるＷＥＣＰＮＬ（以下「Ｗ値」という）を算出して

いる。 

 

  



2 

（３）測定局のエリア区分 
 

年報作成にあたっては、航空機騒音の状況が飛行コースと測定局の位置関係（飛

行コースの直下及びその東西、空港側方、旋回部分等）により異なることから、測

定局を下記の 12 エリアに区分し、運航状況（発着回数・発着方位）と各測定局の

Ｗ値との関連性に基づいてＷ値の月別変化及び経年変化を中心に検討した。 

資料集 1 資料 2：「航空機騒音測定局配置及びエリア図」 

 

① 茨城県内･･････････････････ 茨城県内に設置されている測定局（北側コース

直下の田川局を除く） 

② Ａ滑走路北側・コース直下･･･Ａ滑走路北側の飛行予定コースから東西におよそ

400m 以内に設置されている測定局 

③ Ｂ滑走路北側・コース直下･･ Ｂ滑走路北側の飛行予定コースから東西におよ

そ 400m 以内に設置されている測定局 

④ Ａ滑走路北側・コース西･･････Ａ滑走路北側の飛行予定コースから西側におよ

そ 400m 以上離れた位置に設置されている測定

局 

⑤ Ｂ滑走路北側・コース東････ Ｂ滑走路北側の飛行予定コースから東側におよ

そ 400m 以上離れた位置に設置されている測定

局 

⑥ 北側谷間地区･･････････････ 空港北側のＡ、Ｂ両滑走路の飛行コース間の位

置に設置されている測定局 

⑦ 空港側方･･････････････････ Ａ、Ｂ両滑走路の東西両側に設置されている測

定局 

⑧ Ａ滑走路南側・コース直下･･ Ａ滑走路南側の飛行予定コースから東西におよ

そ 400m 以内に設置されている測定局 

⑨ Ｂ滑走路南側・コース直下･･ Ｂ滑走路南側の飛行予定コースから東西におよ

そ 400m 以内に設置されている測定局 

⑩ Ａ滑走路南側・コース西････ Ａ滑走路南側の飛行予定コースから西側におよ

そ 400m 以上離れた位置に設置されている測定

局 

⑪ Ｂ滑走路南側・コース東････ Ｂ滑走路南側の飛行予定コースから東側におよ

そ 400m 以上離れた位置に設置されている測定

局 

⑫ 南側谷間地区･･････････････ 空港南側のＡ、Ｂ両滑走路の飛行コース間の位

置に設置されている測定局 
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２．運航状況の推移 

成田国際空港に乗り入れている定期航空会社の総数は 83 社、海外 98 都市（35
ヶ国 3 地域）、国内 11 都市となっている。（2013 年夏ダイヤ*1）なお、前年の

定期航空会社の総数は 73 社、海外 91 都市（33 ｹ国 3 地域）、国内 11 都市であ

った。（2012 年夏ダイヤ*2） 
 

参考： *1「2013 年夏ダイヤ 定期航空会社別スケジュール発着回数」(NAA) 

*2「2012 年夏ダイヤ 定期航空会社別スケジュール発着回数」(NAA) 
 

（１）総発着回数の年度別推移 

図 1 に昭和 53 年度からの総発着回数の推移を示す。 

成田国際空港の総発着回数は、昭和 53 年度の開港以降増加傾向を示したが、

平成 3 年度頃から発着枠の上限に達し、横ばい状況が続いていた。 

平成 10 年 4 月 25 日から 1 日当たりの発着枠が 370 回になり、平成 12 年

度まで総発着回数は増加したものの、平成 13 年度は米国同時多発テロの影響

により減少した。 

平成 14 年度は、Ｂ’滑走路供用に伴い、1 日当たりの発着容量がＡ滑走路

の 370 回、Ｂ’滑走路の 176 回を合わせて 546 回になり、総発着回数も大幅

に増加した。しかし、翌年の平成 15 年度にはイラク戦争などの影響により減

少した。 

その後、平成 16 年度以降は増加傾向を示したものの、平成 19 年度をピー

クとして平成 20 年度から 2 年連続で減少傾向に転じた。この主たる原因とし

ては、平成 20 年秋からの世界的な景気後退やこれに伴う所得・個人消費の落

ち込み、新型インフルエンザの流行などで旅行の手控えムードが高まったこと

などが考えられる。 

空港運用における変化として、平成 21 年 10 月 22 日よりＢ’滑走路が北側

へ 320ｍ延伸し、2,500ｍのＢ滑走路として供用を開始し、B-747 などの大型

機の離着陸が可能になった。 

平成 22 年 3 月 28 日からは、これまでの事前承認制度（事前に承認したス

ロット運用方式）を一部撤廃（20 時以降は従来の方式）したことにより、Ａ

滑走路側は主として離陸、Ｂ滑走路側は主として着陸の運航となった。発着枠

は週間 4,228 回となり、年間発着容量は 20 万回から 22 万回へ拡大された。 

平成 23 年度は東日本大震災の影響で発着機数が減少した。 

平成 23 年 10 月 20 日からは、Ａ･Ｂ両滑走路から同時に離着陸を行うこと

ができる同時離着陸方式が導入され、平成 23 年 10 月 30 日から年間発着容量

も 23.5 万回（週間 4,518 回）に拡大された。                      

平成24年3月25日からの夏ダイヤで年間発着容量は25万回に拡大された。

また同時に国内線の発着枠が撤廃された。 

平成 24 年 12 月 13 日からＡ滑走路南側からの着陸滑走路長を 3,250m から

750ｍ南へ延伸し、4,000ｍとして供用を開始した。 
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平成 24 年度の総発着回数は過去最高の 212,078 回であった。これを平成 23
年度と比較すると 13%（24,841 回増)の増加であり、滑走路別の内訳は、Ａ

滑走路が 139,121 回で前年度より 15%の増加、Ｂ滑走路は 72,957 回で同

11%の増加であった。この増加は、国際線では、平成 23 年度の東日本大震災

後の旅客の減少による航空各社の減便状態が復調し、国内線では、路線拡大や

本邦 LCC 2 社が就航したことから、大幅な伸びとなったものである。 
 
平成 25 年 3 月 7 日からＢ滑走路西側誘導路の供用が開始され、また平成 25

年 3 月 31 日からは航空自由化交渉（オープンスカイ）の開始と、離着陸制限

（カーフュー）の弾力的運用が実施されようになった。また、平成 25 年 3 月

31 日から年間発着容量が 27 万回に拡大された。今後、発着回数は 30 万回に

向けてさらに伸びると想定される。 
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（２）風配図と南北発着回数及び南北風向率（月別・年間） 
 

平成 24 年度の風向、風速を集計した結果および南北発着回数及び南北風

向率（月別・年間）のグラフを示す。風配図は平成 20 年度から平成 23 年

度の過去 4 年間のデータも併記した。なお、風向及び風速は、Ａ滑走路南端

の測定局データ(10 分間平均値)をもとに作成した。また北（南）風率の集

計では、滑走路の中心線と直角に交わる方向を、北風／南風に分ける境界と

した。 

図 2：「風配図（06:00～23:00）＊」 

図 3：「平成 24 年度 南北発着回数及び南北風向率（月別・年間）」 

（南北風向率は滑走路の方位を補正して算定） 

 

月別の風配図を見てみると、4月と 5月は南東方向からの頻度が多かった。

6 月は北東からの頻度が多いなど、この時季としては北よりの風の頻度が多

く例年とは異なった状況であった。その傾向は 7 月上旬になっても残り、例

年よりも北北東から東北東よりの頻度が多かった。8 月になると一変し、南

南東の風が突出した分布になり、9 月になっても南よりの風の頻度は多かっ

た。10 月から 1 月にかけては北西方向の風の頻度が多くなり、過去 4 年間

と同じ傾向だった。また、2 月、3 月は 10m/s を超える北西の風の頻度が多

く、過去 4 年間の中でも風の強い傾向であった。 

次に、年間風配図を過去 4 年間のデータと比較すると、北西の風が多く、

特に 10 m/s を超える頻度も多かったことが特徴としてあげられる。これは

2 月、3 月に北西よりの季節風が強かったためと思われる。 

 特に、強風が平成 24 年 4 月 3 日と平成 25 年 3 月 13 日に、降雪が平成

25 年 1 月 14 日にあり、運航の大きな乱れが見られた。 

このような風の影響により滑走路の運用方向も変化している。図 3 をみる

と、南風割合が多い 8 月は空港南側への離陸回数が最も多くなり、反対に北

風の割合が多くなる 12 月、1 月は空港北側への離陸回数が多くなる傾向が

見られた。また年間北風率は 51.4％と若干北風の割合が多かった。 

 (参考）使用滑走路［Ａ滑走路（１６Ｒ、３４Ｌ）及びＢ滑走路（１６Ｌ、３４Ｒ）］

とは、滑走路の磁方位を磁北から時計廻りに計った角度を元に求めた数字で平

行して 2 本の滑走路がある場合に、左側の滑走路にＬ、右側の滑走路にＲを付

加している。 

成田国際空港の場合 

    １６Ｒ、１６Ｌ：磁北から時計廻りの角度 約 157° 

     ３４Ｌ、３４Ｒ：磁北から時計廻りの角度 約 337° 

＊） 風配図作成は風向別積上棒グラフ作成アドインソフト（フリーウエア）を使用

http://www.jomon.jp/~hayakari/ 
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図 2 風配図（06:00～23:00）  

４ 月 

凡例 

0.5～1.9m/s

0.5m/s 未満Calm 

2.0～4.9m/s

5.0～9.9m/s

10m/s～

凡例 

0.5～1.9m/s

2.0～4.9m/s

5.0～9.9m/s

10m/s～ 

0.5m/s 未満Calm 



8 

平成 24 年度 

平成 20 年度 平成 21 年度 

平成 22 年度 平成 23 年度 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 風配図（06:00～23:00） 

  

５ 月 

凡例 

0.5～1.9m/s

0.5m/s 未満
Calm

2.0～4.9m/s

5.0～9.9m/s

10m/s～

凡例 

0.5～1.9m/s

2.0～4.9m/s

5.0～9.9m/s

10m/s～ 

0.5m/s 未満Calm 



9 

平成 24 年度 

平成 20 年度 平成 21 年度 

平成 22 年度 平成 23 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 風配図（06:00～23:00） 
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図 2 風配図（06:00～23:00） 
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図 2 風配図（06:00～23:00） 

  

８ 月 

凡例 

0.5～1.9m/s

2.0～4.9m/s

5.0～9.9m/s

10m/s～ 

0.5m/s 未満
Calm 

凡例 

0.5～1.9m/s

0.5m/s 未満Calm 

2.0～4.9m/s

5.0～9.9m/s

10m/s～



12 

平成 24 年度 

平成 20 年度 平成 21 年度 

平成 22 年度 平成 23 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 風配図（06:00～23:00） 
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図 2 風配図（06:00～23:00） 

１０月 
凡例 

0.5～1.9m/s

2.0～4.9m/s

5.0～9.9m/s

10m/s～ 

0.5m/s 未満
Calm 

凡例 

0.5～1.9m/s

0.5m/s 未満Calm 

2.0～4.9m/s

5.0～9.9m/s

10m/s～



14 

平成 24 年度 

平成 20 年度 平成 21 年度 

平成 22 年度 平成 23 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 風配図（06:00～23:00） 
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図 2 風配図（06:00～23:00） 
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図 2 風配図（06:00～23:00） 
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図 2 風配図（06:00～23:00） 
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図 2 風配図（06:00～23:00） 
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図 2 風配図（06:00～23:00） 
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（３）時間別発着回数 

平成 24 年度の 1 日当たりの発着回数を 1 時間毎に分けて集計した結果を示す。

なお、図には平成 22・23 年度の結果も併せて示している。 

図 4.1：「時間別発着回数（H22・23・24 年度）（Ａ・Ｂ滑走路合計）」 

図 4.2：「時間別発着回数（H22・23・24 年度）（Ａ滑走路）」 

図 4.3：「時間別発着回数（H22・23・24 年度）（Ｂ滑走路）」 

 

成田国際空港における発着の大半は 9 時台～19 時台にあり、平成 22 年度は

16 時台、平成 23 年度および平成 24 年度は 18 時台に発着のピークがあった。 
図 4.1（Ａ・Ｂ滑走路の合計）から分かるように、6 時台から 22 時台の全時

間帯で平成 22･23 年度の発着回数と比較して増加している。 
滑走路別にみると、Ａ滑走路は図 4.2 から、図 4.1 と同様に全時間帯で増加傾

向を示しており、特に 8 時台、12 時台から 17 時台、21 時台の時間帯で大きく

増加している。この結果から、これまで発着が少なかった時間帯も増便してい

ることがわかる。 
一方、Ｂ滑走路では図 4.3 から、Ａ滑走路と傾向が異なり、12 時台から 15

時台で平成 22･23 年度と比較して発着回数が減少しているが、6 時台、11 時台

および 18 時から 22 時台で増加しており、早朝と夜間の増加が目立っている。 
 
環境対策として、成田国際空港では、深夜 23 時～早朝 6 時までの時間帯につ

いて離着陸制限（カーフュー）を実施しており、この時間帯に、やむを得ず発

着した航空機の数は、平成 24 年度は 85 機であった。 

その内訳は、悪天候が 83 機（前年度 24 機）、夜間の機材トラブル 1 機（前

年度 1 機）、早朝の急患発生 1 機（前年度 1 機）となっており、悪天候(強風や

降雪による運航の乱れ)による発着が平成 23 年度よりも 59 機増加した。 

このうち、悪天候によるものは、平成 24 年 4 月 3 日の強風で 29 機、平成 25
年 1 月 14 日の降雪で 34 機、平成 25 年 3 月 13 日の強風で 20 機と、特定の日

に集中していた。 
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（４）時間帯別発着回数 
 

N1～N4 の各時間帯における発着回数を算出した結果を示す。 

 

図 5.1：「時間帯別発着回数（H22・23・24 年度）（Ａ・Ｂ滑走路合計）」 

図 5.2：「時間帯別発着回数（H22・23・24 年度）（Ａ滑走路）」 

図 5.3：「時間帯別発着回数（H22・23・24 年度）（Ｂ滑走路）」 

 

平成 24 年度の時間帯別発着回数の集計結果を平成 23 年度と比較すると、全

時間帯で増加した。表 1のＡ滑走路及びＢ滑走路合計でみてみると、特に N1
帯は+38％、N4 帯は+30％と増加幅が大きかった。 

滑走路別に比較すると、Ａ滑走路の N 1 帯は+20％、N2 帯と N4 帯も+16％
の増加であり、N3 帯でも+7％増加している。 

また、Ｂ滑走路側でも増加しており、N1 帯は+60％、N2 帯は+4％、N3 帯は+37％、

N4 帯は+91％と全ての時間帯で増加した。特に、N1 帯と N4 帯の増加幅が大き

かった。これは、平成 23 年度の東日本大震災後の旅客の減少による航空各社の

減便状態が復調したことと平成 24 年 7 月・8月から就航した本邦 LCC2 社によ

る増加と考えられる。 

図 5.1 の補正機数についてみると、全時間帯で発着回数が増加していること及

び、補正係数が 10 倍となる N1 帯と N4 帯の増加幅が大きかったことから、平

成24年度はＡ･Ｂ滑走路の合計においても発着回数の大幅な増加を示している。 

また、平成 24 年度は、開港以来最も発着回数が多くなっている。 

 
 

 

  
表 1 時間帯別発着回数 

時 間 帯 滑走路 H22 H23 H24 前年度差(H24-H23) 前年度比(%)

A 2,621 2,627 3,152 525 20

B 2,282 2,085 3,330 1,245 60

A+B 4,903 4,712 6,482 1,770 38

A 89,186 93,484 108,612 15,128 16

B 61,147 55,304 57,636 2,332 4

A+B 150,333 148,788 166,248 17,460 12

A 23,686 22,005 23,570 1,565 7

B 8,263 7,641 10,440 2,799 37

A+B 31,949 29,646 34,010 4,364 15

A 3,431 3,277 3,787 510 16

B 810 814 1,551 737 91

A+B 4,241 4,091 5,338 1,247 30

A 118,924 121,393 139,121 17,728 15

B 72,502 65,844 72,957 7,113 11

A+B 191,426 187,237 212,078 24,841 13

Ｎ４（22：00-24：00）

合計

Ｎ１（00：00-07：00）

Ｎ２（07：00-19：00）

Ｎ３（19：00-22：00）
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図 5.2 時間帯別発着回数 （H22・23・24 年度）（Ａ滑走路） 

注）補正機数＝((N1+N4)×10)+(N3×3)+N2 
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（５）機種別発着回数 

平成24年度の総発着回数を機種別に集計した結果を過去11年間の年度別推

移として示す。 
表 2  ：「機種別発着回数の年度別推移」 
図 6.1：「機種別発着回数の前年度比較」 
図 6.2：「機種別発着割合の年度別推移（Ａ滑走路）」 
図 6.3：「機種別発着割合の年度別推移（Ｂ滑走路）」 

B747-8 は、近年、発着回数が増加したため、集計機種に追加した。なお、

機種区分は以下に区分した ICAO コードを基に行った。 

 

 

機種別発着回数は、小型化・低騒音化の傾向に加え、国内線の路線拡大

や本邦 LCC 2 社の就航により、特定の機種の発着回数が増加した。         
国内線の路線拡大に使用されている B-737 は、Ａ滑走路が 4,289 機増（+35%）、

Ｂ滑走路が 2,625 機増（+20%）、本邦 LCC 2 社が使用している A-320 は、Ａ滑走路

が 4,043 機増加（+70％）、Ｂ滑走路が 7,513 機増（+154%)と増加が目立っている。 
Ａ滑走路で主力のB-777は3,522機増（+11%）、B-767が1,741機増（+7%）

も東日本大震災後の旅客の減少による減便から復調し増加した。一方、Ｂ

滑走路では、B-767 が 589 機減（-3%）、B-777 が 912 機減（-6%）と若

干の減少傾向であった。 
また、近年減少傾向にあった B-747 の平成 24 年度の発着はなかった。 

  

機種
A-300 A306 A30B
A-320 A318 A319 A320 A321
A-330 A332 A333
A-340 A342 A343 A345 A346
A-380 A388
B-737 B732 B733 B735 B737 B738 B734 B739
B-747 B741 B742 B743 B74S B74R
B747-4 B744 B74D
B747-8 B748
B-757 B752 B753
B-767 B762 B763 B764
B-777 B772 B773 B77W B77L
B-787 B788
CRJ CRJ1 CRJ2 CRJ7 CRJ9
DC-10 DC10
DH8D等 FK50 DH8D DH8C
MD-11 MD11

ICAOコード
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図 6.1 機種別発着回数の前年度比較 
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図 6.2 機種別発着割合の年度別推移（Ａ滑走路) 

図 6.3 機種別発着割合の年度別推移（Ｂ滑走路) 

※凡例の機種は、荒海で測定した着陸騒音値の 3 年間平均値を大きい順に下

から並べた。 

※

※
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３．騒音の測定結果と考察 

（１）区域指定と騒音測定結果 

平成 24 年度の各測定局の月別及び年間ＷＥＣＰＮＬ（以下「Ｗ値」とい

う）並びに過去 11 年間（平成 13 年度から平成 23 年度）の各年度のＷ値を

整理した。（月及び年間のＷ値は 1 日のＷ値をパワー平均して算出した。） 

表 3 ：「平成 24 年度ＷＥＣＰＮＬ測定結果」 

 

平成 24 年度の各測定局のＷ値については、「公共用飛行場周辺における

航空機騒音による障害の防止等に関する法律」（騒防法）に定める基準を

満たしていた。 

 

 

 

  (注)１ 騒防法に定める区域と基準値 

     第 1 種区域 ： Ｗ値 75 以上 

     第 2 種区域 ： Ｗ値 90 以上 

     第 3 種区域 ： Ｗ値 95 以上 

 

 （注）2  ＷＥＣＰＮＬ（Ｗ値) 

          周波数重み付け特性Ａ、時間重み付け特性Ｓで測定した航空機騒音のう

ち、暗騒音より 10dB 以上大きい航空機騒音の最大騒音レベル及び測定

回数から次の算式により求められる 1日毎の値 

 
     WECPNL=dB(A)+10log10N-27 

           

dB(A) : 1 機毎の最大騒音レベルのパワー平均値 

        N   : 時間帯毎に補正した測定回数の合計 

           昼間(7～19 時、N2)×1、夕方(19～22 時、N3)×3、 

深夜・早朝(22～7 時、N4・N1)×10 倍 
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表
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平
成

24
年
度
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
測
定
結
果
 

(
1/

3)
 

（
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記
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崎
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は

平
成

2４
年

に
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設
。

 
 

 
 

 
金

江
津

局
、

田
川

局
は

測
定
条
件
を
変
更
し
た
。
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.0
58

.2
58

.8
58

.5
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.9
3

東
58

.7
56

.7
58

.5
56

.1
56
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.9
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.5
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61
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63
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.0

55
.7

56
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.6
63

.6
64

.4
64

.1
63

.8
64

.2
66

.0
66

.1
67

.3
67

.6
67

.4
69

.0
68

.5
68

.7
68

.1
7

市
崎

60
.2

58
.4

60
.5

57
.4

55
.0

58
.4

61
.7

62
.1

61
.7

61
.1

60
.4

59
.0

60
.1

59
.5

59
.5

60
.7

61
.0

62
.8

63
.1

63
.6

64
.0

63
.8

64
.5

8
太

田
63

.6
61

.4
64

.1
62

.5
63

.4
63

.0
65

.3
65

.5
65

.0
64

.1
64

.4
64

.0
64

.0
63

.7
63

.6
63

.5
63

.4
65

.0
66

.0
67

.2
67

.4
66

.9
67

.7
67

.0
9

新
利

根
65

.6
64

.4
65

.4
64

.1
62

.8
63

.8
65

.9
66

.5
65

.9
65

.1
64

.6
65

.1
65

.0
64

.8
65

.7
66

.1
66

.8
68

.1
68

.7
68

.6
69

.0
69

.0
69

.9
68

.3
10

下
加

納
64

.3
63

.4
63

.9
63

.3
62

.1
62

.1
63

.1
64

.0
63

.4
62

.4
63

.1
64

.7
63

.4
63

.4
63

.9
63

.8
63

.5
64

.0
64

.3
64

.7
65

.1
64

.3
64

.4
11

伊
崎

67
.0

65
.1

66
.3

65
.5

65
.7

66
.6

67
.4

67
.8

67
.4

66
.4

66
.2

67
.0

66
.6

66
.2

66
.8

66
.0

65
.6

67
.0

68
.4

69
.0

68
.7

68
.6

69
.0

69
.1

12
河

内
68

.1
66

.7
68

.0
66

.7
65

.9
67

.0
68

.3
68

.5
68

.1
67

.2
66

.6
67

.1
67

.4
67

.1
67

.7
69

.1
69

.7
70

.6
71

.3
71

.4
71

.7
71

.5
72

.1
71

.2
13

金
江

津
61

.0
60

.2
59

.9
60

.2
59

.8
60

.8
62

.0
62

.3
62

.1
61

.2
61

.6
62

.5
61

.2
57

.2
57

.6
59

.1
58

.3
59

.2
59

.1
58

.5
59

.5
58

.3
59

.5
52

.9
14

田
川

67
.1

65
.0

67
.2

65
.6

64
.7

66
.2

67
.2

67
.3

67
.2

65
.8

65
.7

66
.1

66
.4

65
.5

65
.7

68
.1

68
.9

70
.3

70
.5

70
.7

71
.0

71
.1

71
.5

71
.1

15
荒

海
74

.8
73

.4
74

.5
73

.8
73

.0
73

.8
74

.4
74

.7
74

.6
73

.5
73

.2
74

.2
74

.0
73

.7
74

.2
75

.2
75

.7
76

.7
77

.2
77

.5
77

.9
77

.6
78

.1
77

.5
16

荒
海

橋
本

75
.2

74
.1

75
.0

74
.1

73
.7

74
.5

74
.5

74
.7

74
.5

73
.4

73
.2

74
.2

74
.3

73
.4

73
.9

75
.2

17
芦

田
（成

田
市

）　
76

.0
74

.4
75

.8
74

.5
72

.6
75

.0
76

.6
76

.2
76

.2
75

.2
74

.3
75

.1
75

.3
74

.7
75

.3
76

.2
76

.9
78

.1
78

.6
78

.8
79

.3
79

.3
79

.8
79

.4
18

西
和

泉
77

.8
76

.6
77

.6
76

.8
75

.6
76

.8
77

.7
78

.0
77

.9
76

.4
76

.3
77

.0
77

.1
76

.6
77

.1
78

.2
79

.1
80

.0
80

.7
80

.8
81

.6
81

.4
81

.9
81

.6
19

１
６

Ｒ
89

.7
88

.5
89

.7
89

.1
88

.6
88

.9
88

.3
87

.9
87

.2
85

.9
86

.1
88

.4
88

.3
88

.3
88

.5
89

.9
90

.7
91

.9
92

.5
93

.0
93

.4
92

.8
93

.2
93

.7
20

西
大

須
賀

72
.3

72
.3

71
.7

72
.6

73
.8

72
.5

70
.0

70
.5

69
.3

68
.3

70
.1

72
.8

71
.7

71
.3

72
.0

69
.9

69
.4

69
.8

69
.9

69
.8

69
.9

68
.8

68
.8

21
四

谷
70

.2
69

.4
69

.6
69

.6
70

.3
69

.4
68

.7
69

.3
68

.6
67

.8
68

.5
70

.3
69

.4
68

.9
69

.7
68

.3
68

.5
68

.8
69

.0
68

.8
69

.1
68

.6
68

.8
22

高
倉

75
.6

76
.0

75
.5

76
.4

77
.5

76
.3

73
.2

73
.5

72
.1

70
.8

72
.9

75
.8

75
.1

74
.7

75
.7

73
.3

73
.0

72
.9

72
.9

72
.8

73
.0

71
.8

71
.9

23
土

室
（千

葉
県

）
80

.5
80

.9
80

.2
81

.0
82

.5
81

.2
77

.8
78

.1
76

.6
74

.9
77

.6
80

.5
79

.8
79

.3
80

.4
77

.5
24

１
６

Ｌ
86

.9
87

.4
86

.5
87

.4
88

.9
87

.5
84

.3
84

.0
82

.5
81

.0
83

.6
86

.8
86

.1
85

.8
87

.0
84

.6
25

矢
口

62
.1

59
.9

62
.1

59
.2

55
.1

59
.4

62
.8

63
.3

62
.9

62
.4

61
.5

61
.0

61
.4

61
.2

61
.6

62
.2

63
.3

64
.3

64
.9

64
.9

65
.2

65
.4

66
.2

26
竜

台
64

.8
63

.6
65

.6
63

.2
60

.6
63

.6
66

.2
66

.2
65

.8
65

.2
64

.8
64

.0
64

.7
64

.3
65

.1
65

.6
66

.6
67

.4
67

.9
68

.0
68

.1
69

.0
70

.2
69

.0
27

北
羽

鳥
69

.4
66

.7
68

.7
67

.6
66

.1
68

.2
69

.8
69

.8
69

.7
68

.9
68

.4
68

.5
68

.6
68

.4
68

.8
69

.6
70

.6
72

.0
72

.5
73

.0
72

.9
72

.7
74

.2
73

.8
28

北
羽

鳥
北

部
67

.5
65

.6
67

.3
64

.9
62

.5
65

.6
67

.9
68

.1
68

.1
67

.5
66

.8
66

.3
66

.8
66

.4
66

.8
67

.5
68

.3
69

.4
70

.0
70

.1
70

.3
70

.2
71

.1
70

.8
29

長
沼

69
.1

66
.9

68
.9

66
.8

64
.3

67
.8

70
.1

70
.0

69
.7

69
.3

68
.5

68
.0

68
.5

68
.1

68
.8

69
.3

69
.9

71
.2

71
.5

71
.7

71
.9

72
.0

72
.5

70
.8

30
芦

田
（N

A
A

）
70

.3
67

.9
69

.6
67

.3
63

.8
67

.3
70

.2
70

.3
70

.2
69

.8
68

.8
68

.5
69

.0
69

.0
69

.3
69

.9
70

.3
71

.2
72

.1
72

.0
72

.0
72

.0
72

.8
72

.9
31

押
畑

62
.6

58
.7

62
.2

59
.6

55
.5

61
.2

63
.8

64
.0

63
.9

63
.6

62
.8

62
.1

62
.2

62
.0

62
.3

62
.5

63
.2

64
.1

64
.7

64
.8

65
.2

65
.6

66
.3

32
赤

荻
71

.7
69

.4
71

.5
69

.3
65

.7
70

.2
72

.7
72

.8
72

.9
72

.1
71

.3
71

.0
71

.3
71

.3
71

.3
71

.8
72

.5
73

.5
74

.2
74

.3
74

.6
74

.2
75

.1
74

.3
33

下
金

山
65

.8
61

.6
64

.9
62

.0
58

.1
64

.4
66

.8
66

.8
66

.7
66

.0
65

.1
64

.5
64

.9
64

.5
64

.6
65

.0
65

.7
66

.8
67

.4
67

.2
67

.4
67

.5
68

.5
68

.7
34

野
毛

平
73

.3
71

.3
73

.5
71

.1
67

.2
71

.7
74

.2
73

.3
73

.5
73

.0
72

.3
72

.0
72

.5
72

.6
72

.8
73

.1
74

.1
75

.2
76

.0
75

.8
76

.2
76

.1
77

.0
76

.9
35

馬
場

68
.7

65
.2

68
.7

65
.6

61
.2

67
.1

69
.7

69
.3

69
.1

68
.8

68
.0

67
.5

67
.9

67
.7

67
.7

68
.0

68
.8

70
.2

70
.7

70
.4

70
.3

71
.0

72
.1

71
.4

茨
城

県
内 Ａ

北
側

ｺｰ
ｽ

直

下 Ｂ
北

側

ｺｰ
ｽ

直
下 Ａ

北
側

ｺｰ
ｽ

西

第
２

種
区

域
第

１
種

区
域

第
３

種
区

域
無

指
定

空
港

内
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表
3 

平
成

24
年
度
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
測
定
結
果
 
(
2/

3)
 

（
注

記
）
久

住
局

は
平
成

23
年

度
に

休
局
期
間
が
あ
り
、
年
間
値
は
算
出
し
て
い
な
い
。

 
 

 
 

 
猿

山
局

は
、

測
定

機
器

の
更

新
お
よ
び
測
定
条
件
を
変
更
し
た
。

 

区
分

N
o

測
定

局
名

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
年

間
値

H
23

H
22

H
21

H
20

H
19

H
18

H
17

H
16

H
15

H
14

H
13

36
猿

山
59

.7
58

.6
58

.7
57

.8
55

.4
57

.5
60

.0
61

.0
61

.0
60

.9
59

.9
60

.1
59

.5
57

.2
57

.1
59

.0
59

.0
59

.3
59

.1
59

.1
60

.6
59

.2
59

.5
37

滑
川

66
.4

66
.1

66
.1

66
.3

67
.1

66
.3

65
.8

66
.7

66
.2

65
.6

66
.0

67
.5

66
.4

65
.7

66
.3

66
.3

66
.3

66
.6

66
.8

66
.4

66
.8

66
.2

66
.3

38
内

宿
63

.8
63

.2
62

.8
61

.3
60

.1
62

.1
63

.5
64

.8
64

.7
64

.2
64

.0
64

.6
63

.5
62

.7
62

.8
65

.3
65

.3
65

.7
65

.7
65

.6
65

.7
65

.1
65

.6
39

土
室

（N
A

A
）

66
.0

65
.3

65
.1

65
.0

64
.7

64
.6

66
.2

67
.1

67
.3

66
.8

66
.3

66
.8

66
.0

65
.0

65
.0

68
.1

68
.0

68
.3

68
.1

67
.6

67
.8

67
.2

67
.6

40
大

室
（成

田
市

）
67

.1
66

.7
66

.1
65

.8
65

.6
65

.7
67

.3
68

.8
69

.2
68

.3
67

.5
68

.1
67

.3
66

.3
66

.2
69

.7
70

.4
70

.5
70

.6
69

.9
70

.0
69

.1
69

.9
41

新
川

68
.2

66
.8

67
.7

66
.0

63
.5

66
.4

69
.0

69
.7

69
.5

68
.8

68
.0

67
.9

67
.9

67
.3

67
.7

68
.1

68
.4

69
.1

69
.8

69
.7

69
.9

70
.0

70
.4

69
.2

42
水

掛
67

.5
65

.7
66

.6
64

.5
61

.3
65

.0
68

.2
69

.0
68

.9
68

.5
67

.7
67

.3
67

.1
66

.4
66

.5
67

.7
68

.1
68

.7
69

.1
69

.1
69

.4
69

.4
70

.2
68

.4
43

磯
部

69
.6

67
.5

69
.5

67
.4

64
.6

68
.3

70
.8

71
.3

71
.1

70
.5

69
.8

69
.3

69
.5

69
.0

69
.6

70
.1

70
.2

72
.1

71
.8

72
.1

72
.6

72
.6

73
.5

71
.3

44
幡

谷
67

.5
66

.2
66

.5
65

.2
63

.8
65

.8
68

.4
69

.3
69

.2
68

.7
67

.9
67

.8
67

.5
66

.5
66

.7
68

.1
68

.5
68

.9
69

.5
69

.3
69

.7
69

.3
70

.2
68

.5
45

久
住

68
.5

67
.2

67
.7

66
.0

63
.7

66
.3

69
.1

69
.8

69
.6

69
.0

68
.3

67
.9

68
.0

67
.5

68
.4

68
.5

69
.1

69
.6

69
.5

69
.9

69
.7

70
.6

69
.3

46
飯

岡
72

.5
70

.7
72

.2
70

.1
67

.2
70

.4
73

.2
73

.8
73

.7
73

.0
72

.2
71

.9
72

.1
71

.6
71

.9
72

.2
72

.5
73

.4
74

.0
74

.4
74

.7
74

.7
75

.5
74

.1
47

大
生

72
.4

70
.4

72
.2

70
.2

67
.4

70
.9

73
.3

73
.5

73
.4

72
.6

71
.9

71
.7

71
.9

71
.5

71
.9

72
.4

73
.1

73
.9

74
.3

74
.6

75
.2

75
.1

76
.3

75
.1

48
成

毛
67

.2
65

.5
66

.4
64

.0
60

.8
65

.6
68

.6
69

.0
69

.1
68

.7
67

.6
67

.2
67

.1
66

.3
66

.1
68

.6
69

.5
70

.0
70

.6
70

.6
70

.7
69

.7
70

.4
68

.3
49

野
毛

平
工

業
団

地
72

.3
70

.6
71

.7
69

.7
65

.5
70

.2
73

.1
73

.8
73

.3
72

.5
72

.3
71

.4
71

.8
71

.4
71

.7
72

.1
72

.6
73

.4
73

.8
74

.5
74

.4
74

.1
74

.9
73

.4
50

遠
山

72
.9

71
.2

71
.9

69
.7

67
.9

71
.0

73
.1

73
.0

72
.6

72
.1

72
.4

71
.9

71
.8

71
.7

71
.9

72
.0

73
.0

73
.6

74
.3

74
.3

74
.2

74
.2

75
.0

75
.1

51
大

和
59

.0
55

.9
58

.0
55

.1
50

.3
57

.6
61

.4
61

.2
61

.7
60

.5
60

.6
58

.8
59

.2
58

.8
59

.0
60

.6
61

.4
62

.3
63

.1
62

.9
62

.6
63

.3
63

.9
52

本
三

里
塚

74
.7

72
.8

74
.2

71
.7

69
.1

73
.1

75
.2

74
.5

73
.6

73
.4

73
.1

73
.4

73
.5

73
.3

73
.7

75
.2

76
.6

77
.3

77
.9

77
.7

77
.5

77
.6

78
.2

77
.9

53
三

里
塚

小
学

校
75

.1
74

.2
74

.6
73

.0
73

.2
73

.5
74

.7
74

.3
73

.1
72

.9
72

.8
74

.5
73

.9
73

.7
73

.8
54

御
料

牧
場

記
念

館
70

.7
69

.5
69

.4
68

.4
68

.8
68

.3
69

.5
69

.6
69

.3
69

.1
69

.2
70

.3
69

.4
69

.3
69

.4
69

.6
70

.3
71

.2
71

.6
71

.7
71

.7
71

.4
72

.4
72

.8
55

三
里

塚
住

宅
78

.7
78

.3
78

.2
77

.2
77

.9
77

.3
76

.9
76

.5
76

.1
76

.0
76

.6
78

.2
77

.4
77

.4
77

.4
56

本
城

71
.4

71
.0

70
.7

69
.3

69
.9

69
.6

70
.4

70
.4

70
.5

70
.1

70
.4

71
.3

70
.5

70
.2

70
.3

70
.1

70
.9

71
.3

72
.1

72
.0

72
.0

72
.1

72
.5

72
.9

57
堀

之
内

71
.3

69
.2

70
.0

68
.2

65
.6

69
.3

72
.0

72
.6

72
.3

71
.6

71
.3

70
.6

70
.7

70
.3

70
.6

71
.2

71
.6

72
.3

73
.1

72
.8

73
.0

72
.5

73
.2

71
.1

58
大

室
（N

A
A

）
68

.1
67

.6
66

.9
66

.8
66

.6
66

.8
68

.5
70

.4
70

.3
69

.1
68

.6
69

.2
68

.4
67

.4
67

.4
72

.6
73

.1
73

.4
74

.2
73

.5
73

.7
72

.4
72

.3
59

新
田

(N
A

A
)

67
.0

66
.8

64
.6

66
.9

67
.2

63
.9

66
.1

69
.9

70
.0

68
.4

68
.7

70
.1

67
.9

67
.3

68
.0

67
.8

67
.8

68
.9

68
.2

68
.2

68
.7

67
.7

67
.5

60
新

田
(成

田
市

)
67

.7
67

.9
66

.0
68

.4
69

.1
66

.4
67

.1
70

.6
70

.9
69

.4
69

.8
70

.7
69

.0
67

.9
68

.7
70

.5
70

.9
71

.7
71

.2
71

.2
73

.2
71

.6
61

一
鍬

田
62

.5
63

.0
61

.5
63

.5
65

.6
61

.7
60

.6
63

.0
62

.7
62

.1
62

.7
65

.6
63

.1
62

.0
63

.2
62

梅
ノ

木
62

.2
62

.3
61

.7
63

.1
64

.8
62

.1
62

.3
63

.0
62

.3
62

.0
62

.8
65

.4
63

.0
62

.1
62

.7
66

.4
66

.3
66

.8
66

.5
66

.3
66

.9
65

.6
65

.5
63

芝
山

千
代

田
68

.5
68

.1
66

.8
67

.1
68

.2
65

.3
65

.5
67

.9
67

.6
66

.2
67

.3
69

.6
67

.5
67

.0
67

.5
64

菱
田

69
.7

69
.4

69
.0

68
.5

68
.6

67
.7

69
.1

69
.8

69
.8

69
.3

69
.7

70
.8

69
.3

69
.0

69
.5

69
.9

70
.4

71
.0

71
.0

70
.8

70
.9

70
.0

70
.0

67
.2

65
大

里
69

.9
69

.5
68

.6
68

.9
69

.9
67

.1
66

.9
69

.2
68

.8
67

.8
68

.9
70

.9
69

.0
68

.5
69

.0
69

.5
69

.9
70

.7
70

.6
71

.1
71

.2
70

.6
70

.5
66

３
４

Ｌ
88

.7
89

.4
89

.6
89

.9
90

.3
89

.6
88

.7
88

.2
89

.1
89

.8
90

.2
90

.8
89

.6
88

.3
89

.6
90

.6
91

.8
92

.8
93

.1
93

.6
93

.8
93

.5
93

.9
93

.4
67

大
台

79
.6

80
.3

80
.4

80
.5

80
.6

80
.1

80
.2

79
.4

79
.3

79
.8

81
.1

81
.7

80
.3

79
.1

80
.0

81
.1

82
.4

83
.2

83
.8

83
.8

84
.2

84
.2

84
.5

86
.0

68
小

池
75

.7
76

.4
76

.0
76

.0
76

.7
75

.6
75

.1
74

.7
73

.6
73

.9
74

.9
76

.3
75

.5
74

.8
75

.7
76

.4
77

.5
78

.4
78

.8
78

.6
79

.5
79

.1
79

.6
81

.0
69

芝
山

集
会

場
73

.9
74

.4
74

.5
74

.2
74

.4
73

.5
74

.1
73

.6
73

.1
73

.4
74

.1
74

.9
74

.1
73

.3
74

.1
75

.3
76

.5
77

.1
77

.5
78

.0
78

.0
77

.7
79

.3
80

.0
70

中
台

（千
葉

県
）

73
.1

73
.8

73
.4

73
.1

73
.7

72
.7

72
.9

72
.5

71
.8

72
.2

73
.2

73
.8

73
.0

72
.3

73
.6

74
.5

75
.7

76
.0

76
.6

77
.5

77
.7

77
.7

78
.2

78
.6

71
中

台
(横

芝
光

町
)

75
.4

76
.1

75
.4

75
.1

75
.4

74
.3

74
.0

73
.8

73
.1

73
.4

74
.5

75
.6

74
.7

74
.1

74
.7

75
.5

76
.3

77
.1

77
.3

77
.9

77
.7

77
.8

78
.0

78
.5

72
八

田
71

.9
72

.1
71

.8
72

.0
72

.9
71

.4
71

.1
71

.0
70

.1
70

.1
71

.0
72

.3
71

.6
70

.8
71

.8
72

.6
73

.5
74

.2
74

.4
74

.7
75

.0
74

.8
75

.1
75

.4
73

蓮
沼

66
.6

66
.4

66
.7

66
.6

67
.4

65
.8

66
.3

66
.6

65
.4

66
.0

66
.5

67
.8

66
.6

66
.5

67
.6

68
.2

68
.9

69
.7

70
.2

70
.5

70
.7

70
.2

70
.6

70
.9

Ｂ

北
側

ｺｰ
ｽ

東 北
側

谷
間

地
区

空
港

側
方 Ａ

南
側

ｺｰ
ｽ

直
下

第
２

種
区

域
第

１
種

区
域

第
３

種
区

域
無

指
定

空
港

内
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表
3 

平
成

24
年
度
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
測
定
結
果
 
(
3/

3)
 

区
分

No
測

定
局

名
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
11

月
12

月
1月

2月
3月

年
間

値
H2

3
H2

2
H2

1
H2

0
H1

9
H1

8
H1

7
H1

6
H1

5
H1

4
H1

3
74

３
４

Ｒ
86

.7
85

.9
86

.3
85

.3
82

.3
86

.3
87

.9
87

.9
87

.8
87

.3
87

.6
87

.1
86

.8
86

.5
86

.6
75

加
茂

69
.4

68
.2

69
.2

68
.1

66
.2

69
.1

71
.0

71
.3

71
.0

70
.8

70
.5

70
.3

69
.8

69
.3

69
.8

68
.6

69
.1

69
.2

69
.3

68
.9

69
.1

68
.5

68
.0

76
千

田
69

.5
68

.5
69

.0
68

.0
65

.0
68

.2
70

.6
70

.8
70

.6
70

.4
70

.0
70

.3
69

.5
69

.3
70

.0
68

.7
68

.8
68

.9
69

.3
69

.1
69

.2
68

.7
68

.7
77

牛
尾

68
.8

67
.9

67
.1

65
.9

64
.4

66
.2

68
.7

69
.2

68
.9

68
.7

68
.4

68
.7

68
.0

68
.1

68
.2

66
.6

67
.1

67
.3

67
.6

67
.2

67
.2

66
.3

66
.2

78
横

芝
66

.3
65

.2
65

.9
64

.7
63

.6
64

.8
67

.1
67

.5
67

.1
67

.1
66

.8
67

.1
66

.2
65

.5
66

.0
66

.2
66

.5
66

.8
66

.8
66

.8
66

.9
66

.5
66

.4
79

上
堺

66
.1

65
.4

65
.7

64
.4

63
.2

64
.3

67
.0

67
.3

66
.9

66
.7

66
.5

66
.9

66
.0

65
.2

65
.8

65
.9

66
.3

66
.6

66
.7

66
.8

66
.7

66
.4

66
.4

80
南

三
里

塚
74

.6
74

.7
74

.0
73

.5
74

.3
72

.7
72

.6
73

.2
71

.5
70

.4
72

.2
74

.0
73

.3
72

.7
73

.5
73

.2
73

.8
74

.7
74

.8
75

.6
75

.0
74

.0
74

.5
75

.5
81

牧
野

西
63

.2
63

.7
61

.9
61

.9
64

.1
61

.4
58

.6
61

.4
60

.1
58

.8
61

.3
63

.9
62

.0
61

.6
62

.5
62

.0
63

.1
63

.8
64

.6
65

.0
65

.2
64

.6
82

高
田

西
62

.3
62

.9
61

.1
61

.0
63

.0
58

.3
57

.7
58

.3
55

.7
55

.9
59

.9
63

.3
60

.7
60

.3
61

.0
60

.3
61

.5
62

.4
62

.9
63

.8
63

.9
63

.4
83

芝
山

67
.9

68
.4

67
.4

67
.5

68
.6

66
.6

64
.7

65
.0

62
.4

62
.6

65
.3

68
.3

66
.7

66
.6

67
.3

67
.0

67
.6

68
.4

68
.7

69
.3

69
.4

69
.1

69
.1

71
.3

84
芝

山
町

役
場

70
.5

71
.1

70
.2

70
.2

71
.8

69
.6

67
.8

67
.7

65
.3

65
.4

68
.1

70
.8

69
.5

69
.2

69
.5

69
.5

70
.4

71
.3

71
.6

72
.2

72
.2

72
.0

72
.0

73
.4

85
山

室
66

.9
67

.4
66

.7
66

.3
67

.1
65

.2
63

.7
63

.8
61

.7
62

.0
64

.3
67

.0
65

.6
65

.5
66

.1
66

.0
66

.8
67

.6
67

.9
68

.0
67

.7
67

.6
67

.7
69

.5
86

古
和

63
.9

64
.5

63
.3

63
.4

65
.2

62
.6

60
.9

61
.1

58
.5

58
.8

61
.5

64
.2

62
.8

62
.5

63
.0

62
.7

63
.4

64
.1

64
.3

65
.0

65
.5

65
.2

65
.3

87
蕪

木
66

.1
66

.4
65

.5
65

.7
67

.2
64

.9
63

.6
63

.6
61

.5
61

.7
63

.9
66

.2
65

.1
64

.7
65

.4
65

.2
66

.1
66

.8
67

.0
67

.4
67

.6
67

.3
67

.4
68

.5
88

松
尾

67
.8

68
.4

67
.7

67
.7

68
.8

66
.5

66
.3

66
.2

64
.6

64
.9

66
.4

68
.3

67
.2

67
.0

67
.7

68
.2

69
.2

70
.1

70
.3

70
.5

70
.5

70
.1

70
.3

71
.8

89
上

横
地

60
.5

60
.0

60
.3

60
.0

61
.1

58
.4

58
.1

58
.6

57
.1

57
.3

59
.1

61
.1

59
.5

59
.1

59
.8

59
.7

60
.9

61
.5

90
木

戸
63

.4
63

.6
63

.6
63

.2
63

.8
62

.5
63

.1
63

.1
61

.8
62

.2
62

.9
64

.6
63

.2
62

.8
63

.3
63

.9
65

.0
65

.6
65

.7
65

.9
66

.2
66

.2
66

.6
91

菱
田

東
64

.7
63

.7
64

.2
64

.6
65

.8
64

.2
65

.5
66

.2
65

.9
65

.7
66

.1
67

.5
65

.5
65

.2
65

.8
67

.7
67

.6
68

.0
67

.8
67

.7
67

.9
66

.8
66

.7
92

間
倉

58
.3

58
.6

57
.8

58
.9

60
.5

57
.3

58
.6

60
.1

59
.9

59
.5

60
.3

62
.0

59
.5

58
.5

58
.9

61
.8

61
.7

62
.5

62
.0

61
.8

62
.5

61
.4

61
.2

93
喜

多
61

.4
59

.9
60

.9
61

.1
61

.8
61

.0
62

.0
62

.5
61

.6
61

.7
61

.7
63

.0
61

.6
61

.6
62

.0
62

.6
63

.0
63

.3
63

.0
62

.9
63

.2
62

.1
61

.9
94

船
越

61
.4

60
.1

61
.3

61
.3

62
.0

60
.7

62
.6

63
.4

62
.9

63
.0

63
.1

64
.2

62
.3

61
.5

62
.3

63
.6

63
.6

63
.9

63
.7

63
.4

63
.6

62
.9

61
.9

95
宝

米
65

.1
63

.7
64

.4
63

.3
61

.0
64

.0
66

.7
67

.4
67

.0
66

.9
66

.4
66

.5
65

.6
64

.9
65

.6
64

.2
64

.1
65

.0
64

.9
63

.3
63

.8
63

.3
63

.1
96

芝
山

東
67

.8
67

.4
67

.2
67

.6
68

.4
66

.7
65

.7
66

.2
65

.1
65

.1
66

.4
69

.1
67

.1
66

.9
67

.6
67

.8
68

.0
68

.9
68

.7
68

.8
69

.3
68

.8
68

.9
68

.7
97

谷
75

.5
76

.0
75

.4
76

.1
77

.1
75

.1
72

.3
72

.7
70

.4
70

.2
72

.6
75

.9
74

.6
74

.4
75

.5
75

.0
76

.3
76

.9
77

.2
77

.7
78

.0
77

.8
78

.3
78

.8
98

上
吹

入
68

.8
68

.4
68

.4
68

.8
69

.5
67

.9
66

.9
67

.6
66

.3
66

.0
67

.8
70

.1
68

.2
67

.9
68

.7
68

.5
69

.3
69

.9
69

.8
70

.3
71

.1
70

.5
70

.7
70

.9
99

高
谷

67
.1

66
.0

66
.8

66
.7

67
.3

66
.6

67
.1

67
.3

66
.7

66
.6

67
.2

68
.6

67
.0

66
.7

67
.5

66
.9

67
.7

68
.1

67
.9

68
.1

68
.6

68
.1

68
.4

68
.5

10
0

竜
ヶ

塚
72

.4
72

.8
72

.7
73

.4
74

.5
72

.8
70

.4
70

.6
68

.4
68

.4
70

.9
73

.3
72

.1
71

.7
73

.0
72

.9
73

.6
74

.5
75

.0
75

.5
75

.7
75

.4
76

.0
76

.3
10

1
牛

熊
67

.2
66

.8
67

.6
67

.8
68

.5
66

.7
66

.2
66

.7
65

.2
65

.1
66

.5
68

.6
67

.0
66

.5
67

.8
67

.9
68

.3
69

.3
69

.6
70

.4
70

.7
69

.8
70

.5
70

.4
10

2
中

台
（N

AA
）

70
.1

70
.3

69
.5

69
.9

71
.0

68
.7

67
.6

68
.0

66
.2

66
.1

68
.2

70
.7

69
.1

69
.2

70
.5

70
.6

70
.9

71
.9

72
.2

72
.6

72
.9

72
.5

73
.1

73
.0

10
3

大
総

67
.5

67
.1

66
.6

66
.4

66
.7

65
.7

66
.7

67
.1

66
.3

66
.3

66
.8

68
.2

66
.8

66
.9

68
.0

67
.5

67
.5

68
.1

68
.1

68
.3

68
.7

68
.3

68
.5

67
.9

10
4

長
倉

69
.4

69
.5

68
.9

69
.4

70
.4

68
.6

67
.7

68
.2

66
.6

66
.6

68
.4

70
.4

68
.8

68
.5

69
.8

70
.0

70
.5

71
.3

71
.2

72
.0

72
.5

72
.4

72
.3

72
.4

Ｂ

南
側

ｺｰ
ｽ

直
下 Ａ

南
側

ｺｰ
ｽ

西 Ｂ

南
側

ｺｰ
ｽ

東 南
側

谷
間

地
区

第
２

種
区

域
第

１
種

区
域

第
３

種
区

域
無

指
定

空
港

内
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（２）月別Ｗ値及び測定回数のエリア別の評価 

「第１章集計処理の概要」、「（２）測定局のエリア区分」にあるように各

測定局のエリアを 12 区分に分類し、エリア毎の特徴に加え、次に示すグラフ

から月別Ｗ値、日平均測定回数及び最大騒音レベルの度数分布について検討を

行った。 

・月別Ｗ値及び日平均測定回数 

各測定局の月別Ｗ値の変化及び日平均測定回数（月別の１日あたり平均測

定回数）の変化を示し、同一エリア内における特徴などが比較できるように

した。 

・月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ 

各測定局の月別測定回数（離陸、着陸の内訳）の変化に従って月毎のＷ値

がどのように変動しているかを示した。 

・最大騒音レベルの度数分布図 

各測定局で観測された最大騒音レベルの度数分布を離陸機、着陸機毎に示

し、各エリアの代表的な地点、又は特徴のある地点について示した。（1dB
毎に集計）、機種の分類は、B747-4、B-777、B-767、B-737 及びその他と

した。 

 

①茨城県内 

このエリアは茨城県内の 13 局であり、稲敷市、河内町、牛久市の 3 市町

に設置されている。但し、田川については茨城県に設置されているが、ここ

ではＡ滑走路北側コース直下に分類した。測定局は広範囲に分布されている

ため、騒音値の大小は通過した飛行コースと高度により決まる。また、平成

23 年 10 月 20 日からＡ・Ｂ両滑走路から同時に離着陸をおこなうことがで

きる同時離着陸方式の導入による飛行コース変更の影響を受ける地点があ

る。 

資料集１ 資料 5：「 茨城県内 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 6：「 茨城県内 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 7：「 茨城県内 最大騒音レベルの度数分布図」 

 

 月別Ｗ値は、月毎に変動しており、8 月は低めに、11 月は高めの傾向が見ら

れる。これらの変動は測定回数の影響を受けており、空港北側への離陸が増

加する時季は高めに、着陸が増加する時季は低めになっている。また、セミ、

虫や蛙などにより暗騒音が上昇し、測定回数が減少したことも考えられる。 
 

 日平均測定回数は、河内、新利根、下加納、伊崎など空港から比較的近い地

点では測定回数も多いが、空港から離れた島田、東、江戸崎などの地点では
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測定回数も低めに推移している。夏季に測定回数が減少している理由として

セミの鳴き声等で暗騒音が上昇したことによる影響も考えられる。 
 
 最大騒音レベルの度数分布図をみると、島田、江戸崎、東など、空港から離

れた地点では度数が少ない。ほとんどの地点が離陸の頻度のほうが多くなっ

ている。 
 

 

②Ａ滑走路北側・コース直下 

このエリアはＡ滑走路の北側地点の中でも飛行経路下に位置している 6 局

で、河内町と成田市の 2 市町に設置されている。これらの局ではＡ滑走路の離

着陸はもとより、Ｂ滑走路の離陸も測定できる地点もある。なお、Ｂ滑走路の

着陸についてはほとんど測定されない。 

 

資料集 1 資料 8：｢Ａ滑走路北側･コース直下 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 9：「Ａ滑走路北側･コース直下 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 10：「Ａ滑走路北側･コース直下 最大騒音レベルの度数分布図」 

 

 月別Ｗ値は大きな変動はみられないが、6 月、10 月～12 月に高めになって

いる地点が多い。資料 9 をみると 10 月～2 月にかけてＡ滑走路の離陸の測

定回数が多くなっており、これらの地点ではＡ滑走路の離陸の影響を大きく

受けている。 

 

 日平均測定回数は、10 月～2 月が高く、5 月、8 月が低い傾向がみられた。

このエリアはＡ滑走路を離着陸する航空機の影響を大きく受ける。北側から

の着陸が多くなる 7 月～8 月は（着陸はＢ滑走路が主となるため）このエリ

アの測定回数は少なくなるためである。 

 

 最大騒音レベルの度数分布図をみると、離陸と着陸ではその分布に差がみら

れる。離陸は比較的広い分布であるのに対し、着陸は狭い範囲に集中してい

る。これは、離陸は行き先や路線などの違いにより飛行高度が変化するため、

騒音値の変動が大きくなることを示している。また、スラントディスタンス

(飛行中の航空機と調査地点を結ぶ最短距離)が離陸に比べて着陸のほうが

短いため、着陸の騒音値が高いレベルで分布している。この傾向は他のコー

ス直下地点においても同様の傾向であった。機種による違いもあり、B747-4
と比較して B-777 は 3～5dB程度、B-767 は 4～8dB程度、B-737は 6～10dB
程度低めになっている。 
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③Ｂ滑走路北側・コース直下 

このエリアはＢ滑走路の北側地点の中でも飛行経路下に位置している 5 局

で、全局成田市に設置されている。これらの局ではＢ滑走路の離着陸以外にも

Ａ滑走路の離着陸音が測定される。 

 

資料集 1 資料 11：｢Ｂ滑走路北側･コース直下 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 12：｢Ｂ滑走路北側･コース直下 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 13：「Ｂ滑走路北側･コース直下 最大騒音レベルの度数分布図」 

 

 

 月別Ｗ値は 7 月～9 月が高く 12 月～2 月が低くなっており、Ａ滑走路地点

とは反対の傾向を示している。資料 12 をみると、7 月～9 月はＢ滑走路の

着陸が多く、10 月～2 月はＡ滑走路の離陸が多く測定された。 

 

 日平均測定回数は、7 月～9 月にかけて若干低下する傾向にある。これはセ

ミ等により暗騒音が上昇して測定回数が低下することや、この時季はＡ滑走

路の北側からの離陸が少なくなるためと考えられる。 

 

 最大騒音レベルの度数分布図をみると、着陸騒音が大きく、騒音値の幅が狭

くて鋭い分布となっている。 

 

 

④Ａ滑走路北側・コース西 

このエリアはＡ滑走路の北側地点の中でも飛行経路から西側に位置してい

る 11 局で、栄町および、成田市の 2 市町に設置されている。これらの局では

Ａ滑走路の離着陸が主であり、Ｂ滑走路の離陸も僅かに測定されている。なお、

Ｂ滑走路の着陸については、ほとんど測定されない。 

 

資料集 1 資料 14：｢Ａ滑走路北側・コース西 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 15：「Ａ滑走路北側・コース西 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 16：｢Ａ滑走路北側・コース西 最大騒音レベルの度数分布図」 

 

 月別Ｗ値は全体的に 5 月、7 月～9 月が低い傾向であった。資料 15 をみる

と各地点ともに 5 月、7 月～9 月はＡ滑走路の離陸の測定回数が少なくなっ

ている。このことから、このエリアはＡ滑走路の離陸の影響を大きく受けて

いることがわかる。 

 

 日平均測定回数は、5 月、7 月～9 月は少なく、10 月～1 月は多いという傾

向になっている。このエリアではＢ滑走路の離着陸はほとんど測定されてい
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なかった。また、下金山や馬場ではＡ滑走路の着陸は仰角が低いため、着陸

騒音はほとんど測定されていなかった。5 月、7 月～9 月にかけては蛙やセ

ミ等により暗騒音が上昇したことにより測定回数が低下した。 

 

 最大騒音レベルの度数分布図は、離陸と着陸の騒音レベルを比較すると、離

陸は 5～8dB 程度高めになっている。また、騒音値の違いを機種別にみると

離陸騒音は B747-4 が大きく、次いで B-777、その他、B-767、B-737 の順

であり、着陸騒音はその差は少なくなっている。 

 

⑤Ｂ滑走路北側・コース東 

このエリアはＢ滑走路の北側地点の中でも飛行経路から東側に位置してい

る 5 局で、全て成田市に設置されている。これらの局ではＢ滑走路の離着陸は

もとより、Ａ滑走路の離陸も多く測定される。また、Ａ滑走路の着陸の数は少

ないものの、測定されている。 

資料集 1 資料 17：｢Ｂ滑走路北側・コース東 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 18：「Ｂ滑走路北側・コース東 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 19：｢Ｂ滑走路北側・コース東 最大騒音レベルの度数分布図」 

 

 月別Ｗ値は年間を通して変動が少ない。その中でも猿山は飛行コースから離

れているため、月別Ｗ値の変動幅が他の測定局の変動幅よりも大きくなって

いる。 

 日平均測定回数は、7 月～9 月は少ない傾向が見られる。これは、セミ等に

よる暗騒音の上昇によるものである。なお、各局ともＡ滑走路の着陸は殆ど

測定されなかった。 

 最大騒音レベルの度数分布図は、離陸と着陸の騒音レベルを比べると着陸の

方が高い値で分布している。このエリアはＢ滑走路の着陸の方が、Ａ滑走路

の離陸よりも大きく測定されるためである。 

 

⑥北側谷間地区 

このエリアは空港北側地点の中でもＡ・Ｂ滑走路の谷間に位置する 9 局で、

全て成田市に設置されている。これらの局ではＡ・Ｂ滑走路の離着陸が測定さ

れており、空港に近い地点では着陸後のリバース音も測定されるエリアである。 

 

資料集 1 資料 20：「北側谷間地区 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 21：「北側谷間地区 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 22：「北側谷間地区 最大騒音レベルの度数分布図」 

 



 

38 

 

 月別Ｗ値は 5 月、7 月～9 月に減少している。このエリアは離陸の方が着陸

より騒音レベルが高く測定されるため、着陸が多い時季はＷ値が減少する。 

 日平均測定回数は、Ｗ値の傾向と同様に 5 月、7 月～9 月に低下している。

これは着陸が多くなり、離陸と比較して騒音値が小さいため、測定されにく

かったことや、蛙やセミ等による暗騒音の上昇で測定回数が低下したものと

考えられる。 

 最大騒音レベルの度数分布図は、離陸の方が着陸よりやや騒音レベルが高く、

分布の幅が大きくなっている。 

 

⑦空港側方 

このエリアは空港周辺の 16 局で、成田市、富里市、多古町、芝山町の 4 市

町に設置されている。これらの局は空港に近いことから、離着陸騒音以外に着

陸後のリバース音や航空機の地上走行（タクシーイング）音、エンジン試運転

時の音などの地上騒音が聞こえる地点も多い。これら空港からの音は風向きな

どの影響を受けやすいため、騒音レベルが日によって大きく変化するなどの特

徴がある。 

 

資料集 1 資料 23：「空港側方 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 24：「空港側方 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 25：「空港側方 最大騒音レベルの度数分布図」 

 

 月別Ｗ値は、Ａ滑走路に近い三里塚住宅や三里塚小学校では変動がほとんど

無い。一方、飛行コースから離れている大和では月別Ｗ値の変動幅は大きか

った。また、その他の空港側方の測定局では滑走路の運用方向の違いが原因

で若干変動している。 

 日平均測定回数は、全体的にバラツキが大きいものの、5 月、7 月～9 月は

測定回数が少ない傾向が見られる。空港側方地点においては使用滑走路の方

向(北向き、南向き)の違いなどにより測定回数が変わるため、明確な傾向が

表れにくいと考えられる。 

 最大騒音レベルの度数分布図は、突出した頻度分布ではなく、なだらかな広

がりを持った形状になっている。これは、リバースなどの地上音や上空音な

ど様々な形態の音が取れていることと、特に地上を伝わる音は風向きなどの

気象状況の影響を受けるため変動が大きくなっているためと考えられる。 
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⑧Ａ滑走路南側・コース直下 

このエリアはＡ滑走路の南側地点の中でもＡ滑走路の飛行経路直下に位置

する 8 局で、成田市、山武市、横芝光町、芝山町の 4 市町に設置されている。

これらの局はＡ滑走路の離着陸以外にもＢ滑走路の離着陸も測定出来ている。 

また、平成 24 年 12 月 13 日からＡ滑走路南側の着陸滑走路長を 3,250m から

750ｍ南へ延伸し、4,000ｍとして供用を開始した。 

 

資料集 1 資料 26：「Ａ滑走路南側･コース直下 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 27：「Ａ滑走路南側･コース直下 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 28：「Ａ滑走路南側･コース直下 最大騒音レベルの度数分布図」 

 

 月別Ｗ値は年間を通して変動は少なかった。資料 27 をみると夏季はＡ滑走

路の離陸が多くなっており、若干Ｗ値も高くなっている。 

 

 日平均測定回数は夏季に多く、冬季に少なく一年を通じて変動している（八

田、蓮沼を除く）。これはＡ滑走路を離着陸する航空機が夏季には多く、冬

季には少なくなるためである。また八田や蓮沼は冬季でも測定回数が減少し

ないのは、Ｂ滑走路の着陸を測定しているためである。八田、蓮沼で 8 月に

測定回数が低下しているのは、セミ等により暗騒音が上昇し、測定回数が低

下したためである。 

 

 最大騒音レベルの度数分布図は、離陸と着陸で傾向が少し異なり、離陸はな

だらかな分布であるのに対し、着陸は突出した分布になっている。前にも述

べたとおり、離陸は行き先や重量などが異なるため騒音値にバラツキがある

が、着陸機は通過高度が一定であるため、騒音値のバラツキが小さい。八田

や蓮沼の着陸をみると双峰性の分布となっている。騒音値が大きい方がＡ滑

走路の着陸で、騒音値が小さい方がＢ滑走路の着陸である。 

 

⑨Ｂ滑走路南側・コース直下 

このエリアはＢ滑走路の南側地点の中でもＢ滑走路の飛行経路直下に位置

する 6 局で、成田市、山武市、横芝光町、芝山町の 4 市町に設置されている。

これらの局はＢ滑走路の離着陸以外にもＡ滑走路の離着陸も測定出来るエリ

アである。 

 

資料集 1 資料 29：「Ｂ滑走路南側･コース直下 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 30：「Ｂ滑走路南側･コース直下 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 31：「Ｂ滑走路南側･コース直下 最大騒音レベルの度数分布図」 
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 月別Ｗ値は、夏季の 8 月は減少しているものの、一年を通して変動幅が小さ

い。資料 30 をみると、このエリアの測定局はＢ滑走路の着陸の影響を受け

ていることがわかる。 

 日平均測定回数は夏季（8～9 月）に減少するが、夏季は離陸中心の運航に

なるとＡ滑走路の離陸が測定できるようになり、冬季は着陸中心の運航とな

りＢ滑走路の着陸が測定できるので測定回数はほぼ横ばいである。３４Ｒに

ついてはＢ滑走路の離着陸音が主なので夏季は少なく、冬季は多い傾向であ

る。 

 最大騒音レベルの度数分布図をみると着陸騒音値の方が離陸騒音値よりも

10dB 程度大きい。このエリアの着陸騒音はＢ滑走路が主で、離陸騒音はＡ

滑走路が主であるためである。 

 

⑩Ａ滑走路南側・コース西 

このエリアはＡ滑走路の南側地点の中でもＡ滑走路の飛行経路下から西側

に位置する 11 局で、成田市、山武市、芝山町の 3 市町に設置されている。こ

れらの局はＡ滑走路の離着陸が主であるが、Ｂ滑走路の離着陸もわずかながら

測定出来る局もある。 

 

資料集 1 資料 32：「Ａ滑走路南側・コース西 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 33：「Ａ滑走路南側・コース西 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 34：「Ａ滑走路南側・コース西 最大騒音レベルの度数分布図」 

 

 月別Ｗ値は、4 月～9 月まで離陸が多いためＷ値は高く、12 月～3 月は着陸

機が中心になるのでＷ値が低くなる傾向にある。 

 日平均測定回数は、Ａ滑走路の離陸が主となる夏季に測定回数が多くなって

いるが、着陸が主となる冬季では測定回数が少なくなっている。空港に近い

牧野西、高田西は仰角が低いＡ滑走路の着陸がほとんど測定されないため、

測定回数が少なくなっている。南三里塚は、空港側方に近いため、冬季の北

側への離陸も測定できることから、測定回数はほぼ横ばいである。 

 最大騒音レベルの度数分布図は、南三里塚の離陸においてなだらかな形状を

しておりバラツキが大きい。これは、空港側方に近いこともあり南側への離

陸、北側への離陸が測定できるからである。このエリアでは、着陸騒音に比

べて離陸騒音のレベルが大きい傾向がある。 
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⑪Ｂ滑走路南側・コース東 

このエリアはＢ滑走路の南側地点の中でもＢ滑走路の飛行経路下から東側

に位置する 5 局で、多古町、横芝光町、芝山町の 3 町に設置されている。こ

れらの局はＢ滑走路の離着陸が主であるが、Ａ滑走路の離陸や着陸音も測定さ

れている局もある。 

 

資料集 1 資料 35：「Ｂ滑走路南側・コース東 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 

資料 36：「Ｂ滑走路南側・コース東 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 

資料 37：「Ｂ滑走路南側・コース東 最大騒音レベルの度数分布図」 

 

 月別Ｗ値はほぼ横ばいであるが、10 月～3 月にやや増加する傾向であった。

資料 36 をみると 11 月～3 月はＢ滑走路の測定回数が多くなっている。この

地点ではＢ滑走路の着陸の寄与が大きいと考えられる。 

 日平均測定回数は 7 月～9 月に少なく 10 月～3 月多くなっている。夏季は

Ａ滑走路の離陸が主となるが、セミなどにより暗騒音が上昇するために測定

回数が減少していると考えられる。また冬季はＢ滑走路の着陸を測定してい

ると考えられる。 

 最大騒音レベルの度数分布図は、着陸の方が離陸よりも騒音レベルが高い分

布をしている。このエリアはＡ滑走路の飛行コースから離れているために、

Ａ滑走路の離陸よりもＢ滑走路の着陸の方が騒音レベルは高く測定される。

なお、このエリアはＡ滑走路の着陸は殆ど測定されていない。 

 

⑫南側谷間地区 

このエリアは空港南側地点の中でもＡ・Ｂ滑走路の谷間に位置する 9 局で芝

山町、横芝光町の 2 町に設置されている。これらの局は主にＡ・Ｂ滑走路の離

着陸騒音が測定される。なお、空港に近い地点では地上騒音なども測定される。 

 

資料集 1 資料 38：「南側谷間地区 月別Ｗ値及び日平均測定回数」 
資料 39：「南側谷間地区 月別測定回数及びＷＥＣＰＮＬ」 
資料 40：「南側谷間地区 最大騒音レベルの度数分布図」 

 

 月別Ｗ値は離陸が主となる夏季は高く、着陸が主となる冬季は低い傾向とな

った。 

 日平均測定回数は冬季にやや減少する傾向にあった。谷および竜ケ塚は、Ａ

滑走路に近くＢ滑走路の着陸は殆ど測定できないため、Ｂ滑走路の着陸が多

い冬季では測定回数が減少している。また 7 月～9 月の中台はセミや虫など
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により暗騒音が上昇したことから、測定回数が少なくなっていると考えられ

る。 

 最大騒音レベルの度数分布図は全ての測定局において着陸と比較して離陸

の騒音分布の方が高くなっている。また、芝山東、高谷、中台および大総で

はＢ滑走路およびＡ滑走路の着陸が 10dB 程度異なって測定されるため、双

峰性の分布を示している。上吹入、牛熊ではＡ滑走路およびＢ滑走路の着陸

が近接したレベルで測定されるため、なだらかな山となっておりバラツキが

大きい。  
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（３）Ｗ値の前年度比較 

各測定地点におけるＷ値の前年度比較と年度別の推移について検討を行っ

た。なお、年度別の推移は平成 13 年度～平成 24 年度までをエリア別に示し

た。 

       表 4   ：「Ｗ値の変化（平成 23 年度との比較）」 
図 7   ：「ＷＥＣＰＮＬの前年度比較」 

資料集 1 資料 41：「ＷＥＣＰＮＬの年度別推移（エリア別）」 
資料 42：「ＷＥＣＰＮＬの年度別推移（コース直下局）」 
資料 46：「ＷＥＣＰＮＬの増加の要因」 

航空機の発着状況、気象条件等の変動要因などによる測定結果のばらつきを

考慮してＷ値の変動範囲が-0.4～+0.4 の間は変化ないものとみなし、平成 23 年

度と比較すると、表 4 に示すとおり、Ｗ値が 0.5 以上増加した測定局は 41 局（1.0
以上増加は 10 局）、0.5 以上減少した測定局は 0 局、変化なしは 58 局で、平成

24 年度は全般的に増加傾向にあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運航状況の推移で述べたように、平成 24 年度の総発着回数は、過去最高を示

し大幅に増加したことから、ほとんどの測定局でＷ値の増加傾向がみられた。

また、航空機騒音評価指標が     へ変更となることへの準備作業として測定

条件の確認及び見直し等を平成 24 年度末までに、すでに対応済みの空港会社 34

局以外の騒音測定局 70 局で実施した。 

 

このような状況のなかで、Ｂ滑走路周辺測定局では、早朝・夜間の運航回数

の増加により補正機数が増加したことと、本邦 LCC2 社が使用している A-320
の離陸回数の増加により空港東側側方の平均騒音値が上昇したことが、Ｗ値を

増加させることになった。(資料集 1 資料 46 WECPNL 増加の要因「空港東側側方

A-320 の離陸の影響」を参照) 

 

Ｗ値の変化 局 数 

1.0 以上増加 10 局 

0.5～0.9 増加 31 局 

変化なし 58 局 

0.5～0.9 減少  0 局 

1.0 以上減少  0 局 

計 99 局 

表 4 Ｗ値の変化（平成 23 年度との比較） 

（注）江戸崎は平成 24 年度に移設、久住は平成 23 年度に休局のため、また 
金江津、田川、猿山は測定条件を変更したため前年度比較は行わない。 

denL
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茨城県の島田では、平成 23 年 10 月 20 日から同時離着陸方式の導入により飛

行コースが変更された結果、離着陸機が上空を通過するようになったことから

測定回数が増加し、Ｗ値が+1.3 増加した。 

また、Ａ滑走路南側コース直下の３４Ｌ(+1.3)と大台（+1.2）は、平成 24 年

12 月 13 日からＡ滑走路南側の着陸滑走路長を 3,250ｍから南へ 750ｍ延伸し、

4,000m として供用を開始したことに伴い､着陸高度が低下し着陸騒音値が上昇

したため、Ｗ値が増加した。この増加は、コース直下の空港に近い地点のみ顕

著であった。 

 

茨城県の金江津（+4.0）、田川(+0.9)および成田市の猿山（+2.3）は、測定局

の設置当初には適切であった測定条件等が、成田国際空港に乗入れる航空機の

機種の変遷と低騒音化の進展により、徐々に実態と合わなくなっていた。測定

条件の適否は、定期的に見直すことが基本であるが、主要な暗騒音である道路

交通騒音との関係から設置当初の設定のまま、運用が継続されてきたものであ

る。今般、航空機騒音評価指標の変更に併せて実施した調査結果に基づき、測

定条件等の見直しを図ったところ、従来の設定では測定されなかった航空機騒

音が測定されるようになり、Ｗ値が増加したものである。  

したがって、これらの測定局については測定条件等が大きく変化したため、

継続性が認められないものとして、前年度と比較をすることは適当でないと判

断した。 
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図 7 ＷＥＣＰＮＬの前年度比較 

WECPNL値の差

(H24年度-H23年度）

：1.0以上

：0.5～0.9

：0.4～-0.4
：-0.5～-0.9
：-1.0以下

区分 No. 測 定 局 名 H24-H23

1 島田 1.3

2 江戸崎

3 東 0.7

4 町田 0.5

5 手賀組新田 0.3

6 沓掛 0.3

7 市崎 0.6

8 太田 0.3

9 新利根 0.2

10 下加納 0.0

11 伊崎 0.4

12 河内 0.3

13 金江津

14 田川

15 荒海 0.3

16 荒海橋本 0.9
17 芦田（成田市） 0.6

18 西和泉 0.5

19 １６R 0.0

20 西大須賀 0.4

21 四谷 0.5

22 高倉 0.4

23 土室（千葉県） 0.5

24 １６L 0.3

25 矢口 0.2

26 竜台 0.4

27 北羽鳥 0.2
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29 長沼 0.4
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４．高度コースの測定結果と考察 

 

（１）高度コース測定の概要 
滑走路北側には、航空機騒音の到来方向（方位角及び仰角）データやトラン

スポンダー応答信号等から、航空機の飛行位置を観測する高度コース測定局が、

設置されている。 

 航空路直下約 2km 間隔に設置したＡ滑走路高度コース測定局 4 局（安西、        

安崎、芦田及び清水台局）及びＢ滑走路高度コース測定局 3 局（西大須賀、高

倉及び土室局）が成田市により設置されて、測定された航空機騒音到来方向 

  

京成本線

ＪＲ成田線

東関東自動車道

長 沼
※

　高度コース局
　※長沼局は高度コース補助局

成田国際空港

西大須賀

高倉

土室

安 西

安 崎

芦 田

清 水 台

Ａ滑走路

Ｂ滑走路

赤荻

図 8 高度コース測定局配置図 
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等のデータは、1 時間毎に高度コース中央処理装置で収集され、隣接した測定

局間の音響ベクトルデータから、三角測量の原理で航空機の 3 次元航跡を逐時

的に算出している。図 8 に高度コース測定局の配置図を示す。 

 

Ａ滑走路高度コース中央処理装置は平成 12 年度に更新したもので、Ａ滑走

路南端を始点として、約 8km から約 14km の範囲の任意の断面図を作成する

ことができる。また、Ｂ滑走路高度コース中央処理装置は、平成 21 年度に運

用を開始したもので、Ｂ滑走路南端を始点として、約 5km から約 10km の範

囲の任意の断面図を作成することができる。 

 

本報告書では、Ａ滑走路については、赤荻断面（Ａ滑走路南端から約 8.5km）

及び長沼断面（南端から約 12.5km）、Ｂ滑走路については、土室断面（Ｂ滑

走路南端から約 5.9km）及び西大須賀断面（南端から約 9.7km）について解

析を行った。平成 24 年度のＡ・Ｂ滑走路の各断面における航空機の捕捉率を

表 5 に示す。 

 

 

表 5 各断面における航空機の捕捉率 

区分 

Ａ滑走路 Ｂ滑走路 

赤荻断面 長沼断面 土室断面 西大須賀断面 

離陸機 着陸機 離陸機 着陸機 離陸機 着陸機 離陸機 着陸機

捕捉機数 51,175 17,887 51,123 18,256 5,289 28,067 5,357 29,051

離発着機数 51,993 18,447 51,993 18,447 5,986 29,695 5,986 29,695

捕捉率（%） 98.4 97.0 98.3 99.0 88.4 94.5 89.5   97.8
 

 
注）高度コースの測定に関する騒音値の解析に関して、平成 23 年度までの集計結果との

継続性を確保するため、次の航空機を集計の対象としている。 

1 赤荻断面は、滑走路中心延長線の交点を中心に水平距離±300ｍ、 

高度 600m から 1,200m の範囲を通過した航空機 

2 長沼局断面は、滑走路中心延長線の交点を中心に水平距離±300ｍ、 

高度 800m から 1,400m の範囲を通過した航空機 
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（２）機種別離陸機の騒音レベル 

Ａ・Ｂ滑走路の各断面において、年間 430 機（Ｂ滑走路は 200 機）以上測

定された機種別の最大騒音レベルのエネルギー平均を、前年度と比較したもの

を表 6 に示す。 

表 6 機種別離陸機の騒音レベルの比較  単位：dB(A) 

機種 

Ａ滑走路 Ｂ滑走路 

赤荻 長沼 土室 西大須賀 

24 年度 23 年度 24 年度 23 年度 24年度 23年度 24 年度 23 年度

B747-400 78.0 78.5 76.0 75.7 85.4 86.2 77.3 78.5 

MD-11 77.3 77.7 75.6 75.5 ― ― ― ― 

A-340 74.9 74.6 73.0 73.0 ― ― ― ― 

A-330 74.2 74.4 71.8 71.4 81.4 81.7 75.0 75.4 

A-380 74.8 74.3 72.6 72.0 ― ― ― ― 

B-777 73.8 74.0 71.2 70.9 81.3 ― 74.3 ― 

B-767 72.7 72.8 70.4 70.0 79.0 79.8 72.9 73.2 

B-737 71.0 71.5 68.0 68.2 78.9 78.4 72.3 71.8 

A-320 69.7 70.2 67.8 67.8 75.2 75.9 69.6 70.6 

B-757 70.1 69.7 67.0 66.3 ― ― ― ― 

CRJ   ―   ―   ―   ― 69.8   ― 63.1   ― 

機種別では、B747-400、MD-11、A-340、A-380、A-330、B-777、B-767、
B-737、B-757､ A-320 の順に騒音レベルが低くなっている。 

（３）行き先別の飛行高度と騒音レベル 

長距離便の代表としてロンドン便、短距離便の代表としてソウル便について、

多く利用されている B-777 の離陸機の飛行高度と最大騒音レベルのエネルギ

ー平均を比較したものを表 7 に示す。 

表 7 行き先別の飛行高度と騒音レベルの比較（Ａ滑走路） 

行き先 

B-777 

飛行高度(m) 騒音レベル(dB) 

赤荻断面 長沼断面 赤荻 長沼 

ソウル便 1,067 1,391 71.8 69.0 

ロンドン便 769 1,082 74.8 72.3 

長距離路線であるロンドン便が近距離路線であるソウル便より離陸機の飛

行高度が 300m 程度低く、エネルギー平均値では 2dB 程度大きい。 
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（４）運航目的別の飛行高度及び騒音レベル 

定期旅客便及び定期貨物便として多く利用されている、B-777（Ａ滑走路）

及び B-767（Ｂ滑走路）について、離陸機の飛行高度と最大騒音レベルのエネ

ルギー平均を比較したものを表 8 に示す。 

 

表 8 運航目的別の飛行高度と騒音レベルの比較 

区 分 

B-777（Ａ滑走路） B-767（Ｂ滑走路） 

飛行高度(m) 騒音レベル(dB) 飛行高度(m) 騒音レベル(dB)

赤荻断面 長沼断面 赤荻 長沼 土室断面
西大須賀

断面 
土室 西大須賀

定期旅客便 864 1,188 73.8 71.2 856 1,273 78.7 72.9

定期貨物便 1,357 1,758 71.9 69.8 810 1,220 79.7 73.2

B-777（Ａ滑走路）では、定期旅客便が定期貨物便より離陸機の飛行高度が

低く、エネルギー平均値は大きい傾向が見られる。これは、機体重量の重い欧

州やアメリカ方面への定期旅客の長距離便が増加したためと考えられる。一方、

B-767（Ｂ滑走路）では、離陸機の飛行高度及びエネルギー平均値共に大きな

相違は見られない。 

 

（５）飛行コース測定結果の概要 

Ａ滑走路では赤荻断面及び長沼断面について、Ｂ滑走路では土室面及び西大

須賀断面について、離着陸機の分散図、分布図及び離陸機のエネルギー平均を

資料 45 及び 46 に示す。 

資料集 1 資料 45「Ａ滑走路北側高度コースと騒音レベル」 

資料 46「Ｂ滑走路北側高度コースと騒音レベル」 

Ａ滑走路では、ほとんどの離陸機が、赤荻断面において、高度 400m～

1,400m、コースは中心から東西 200m の範囲を、また、長沼断面においては、

高度 600m～1,800m、コースは中心から東西 200m の範囲を飛行している。 

Ｂ滑走路では、ほとんどの離陸機が、土室断面において、高度 400m～

1,400m、コースは中心から東西 200m の範囲を、また、西大須賀断面におい

ては、高度 800m～1,800m、コースは中心から東西 200m の範囲を飛行して

いる。 
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空港北側へ離陸した航空機の飛行コースについて、代表的な 6 機種（Ａ滑走

路）及び 3機種（Ｂ滑走路）を対象として、飛行コース及び離陸高度の比較を

行ったものを資料 47 及び 48 に示す。 

資料集 1 資料 47：「Ａ滑走路北側機種別離陸コース」 

資料 48：「Ｂ滑走路北側機種別離陸コース」 

空港北側へ離陸した航空機の高度について、代表的な 6 機種（Ａ滑走路）及

び 3 機種（Ｂ滑走路）を対象として、機種別高度の平均及び機種別高度のばら

つき（標準偏差の 2 倍）の比較を行ったものを資料 49 及び 50 に示す。 

資料集 1 資料 49：「Ａ滑走路北側機種別離陸高度」 

資料 50：「Ｂ滑走路北側機種別離陸高度」 

Ａ滑走路の機種別高度では、B-737 及び B-767 がほぼ同高度で最も高く、

次いで A-320、B-777、A-330、B747-4 の順となっている。また、飛行高度の

ばらつきは B747-4 が最も大きい。 

Ｂ滑走路の機種別離陸高度では、B-767 及び A-320 がほぼ同高度で最も高

く、次いで B-737 の順となっている。また、飛行高度のばらつきは、B-737
が最も大きい。 
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５．まとめ 

・平成 24 年度の各測定局のＷ値については、「公共用飛行場周辺における航

空機騒音による障害の防止等に関する法律」（騒防法）に定める基準を満た

していた。 

  

 ・航空機騒音に係る環境基準の一部改正により、平成 25 年 4 月から航空機騒

音の評価指標がＷＥＣＰＮＬから  (時間帯補正等価騒音レベル)に変更

されることとなった。この変更に対応するため、航空機騒音データ処理シ

ステムの改修を平成 21年度に行い、平成 22年度から運用を開始している。

また、改修等が必要とされた航空機騒音測定局については、平成 24 年度中

に設置管理者である千葉県、茨城県、関係市町による改修を終えているが、

今後も各測定局の測定状況を把握しつつ、設置管理者との連絡調整を密に

し、平成 25 年度からの 評価をおこなっていきます。 

denL

denL


